強さと勇気の時代
ニューヨーク市のツインタワーへの9・11同時多発テロ以来、私たちはますます不安の多い世界に生きているようです。
· 米国の人命と莫大な金額を犠牲にしたイラクでの戦争は、無駄な努力のように思われます。
· 毎日、さまざまな国に対して続いているテロ攻撃。誰にも分かりません――ここでも起こる可能性があります！
· 失業率が上昇し、私たちの給料が減少するにつれて、何らかの形で私たち一人ひとりに影響を及ぼす経済的不安定。
もちろん、これらすべてに加えて、日常生活における通常の困難もあります。
· ますます危険になる世界で子どもを育てること。
· 学校、仕事、または家族の世話から来るプレッシャーについていくこと――中には、その三つすべてをしなければならない人もいます！
· そして、私たちの注意を必要とする健康上および感情面の問題もあります。
人々が対処しなければならないすべての事柄に加えて、クリスチャンである人々には、
· 私たちの教会生活における奉仕と支援という問題があり、また、時折すべての会衆で起こる意見の相違や傷つけ合いを乗り越えていくという、非常に苦痛な経験があります。
· このすべてを見て、ただ暖かい毛布を見つけて、安全で居心地のよい場所で長い昼寝をしたいだけだと言う人もいるかもしれません。
もちろん、これは子どもたちが恐れや不安を静めるために必要なことです。しかし、子どもたちには世界や教会に対する責任はありません――責任があるのは私たちです！このような時に私たちが必要としているのは、十分な量の勇気です。
必要なときにただそれを注文して飲むことができればよいのですが、実際はそのようにはいきません。勇気は、多くの要素が組み合わさって、人の心を強さと力で満たし、恐れや大きな障害を克服できるようにするものです。
人間の資質としての勇気は、時代を超えたものです。それは過去にそうであったのと同じように、今日も変わりません。勇気には特定の言語や文化がなく、特別な国や心にのみ宿るものでもありません。最近の調査で、軍のすべての部門の兵士たちに、戦闘に赴くことについて最も恐ろしいことは何か、一つ挙げるよう尋ねました。負傷したり、殺されたり、敵に捕らえられたりすることが、リストの第一位になると思うでしょう。しかし、結果を集計すると、軍人たちが最も恐れていた第一位のことは、砲火の中で「勇気」を失う状況でした。
彼らは、戦いの真っただ中で弱い者や臆病者と見られるくらいなら、傷つけられ、捕らえられ、さらには拷問を受けることさえ望むでしょう。危険な状況やストレスの多い状況に直面したとき、勇気の必要性は、生き延びる必要性とほとんど同じほど大きいのです。実際、勇敢であることは、私たちの自尊心を保ち、直面する多くの重圧の下でそれが崩れ落ちるのを防ぐために必要な特性です。臆病者と見なされるくらいなら、むしろ死を選ぶ人もいます。これは戦場の兵士だけでなく、日常生活で反対や困難に直面する普通の人々にも当てはまります。
このミニブックでは、この勇気という特質を考察し、それを生み出すために結びつくさまざまな要素を示したいと思います。そのために、人気も安全もない状況で神のために立ち上がる勇気を見いだした一人の男性の物語を振り返ります。
強く、雄々しくあれ ― ヨシュア記1章
この勇気の人物像は、偉大なユダの手紙ヤ人指導者でありモーセの後継者であるヨシュアが、40年間の荒野の放浪の後、イスラエル人を約束の地へ導こうとしていた時の経験から始まります。この時、神はヨシュアと民に語りかけ、彼らが将来に立ち向かうには勇気が必要であると告げられました。
ヨシュア記1:1-18には、勇気についての説明と、それに神の民が何を必要とするとヨシュアが語ったかが記されています。これらの言葉は、私たちが試練や困難に立ち向かうことのできる、自分自身の勇気を養うために何を知る必要があるかを、今日の私たちに教えてくれると私は信じています。
1. 損失を切り捨てる
¹ 主に忠実に従ったモーセが死ぬと、彼に仕えていたヌンの子ヨシュアに、神は告げて言いました。 ² 「わたしのしもべモーセは死んだ。あなたこそ次のイスラエルを担う新しい指導者だ。さあ、人々を率いてヨルダン川を渡り、約束の地へ行きなさい。
- ヨシュア記 1:1-2
モーセは荒野で40年間、民を導いてきました。彼を失ったことは、彼らにとって大きな打撃であり、彼の後を継ぐ者にとって大きな試練でした。しかし、これは恐慌に陥る時でも、悲しみや後悔に沈み込む時でもありませんでした。主はヨシュアに、偉大な指導者を失ったという事実を受け入れ、前に進むよう励まされました。
勇気には、過去を手放し、目の前の務めを受け入れることが求められます。どれほど困難であっても、勇気は現在に生きるものであり、どれほど快いものであっても、過去に生きるものではありません。
2. 準備に時間を費やす ― 2節
この節には、忙しく取り組み始めるようにという勧めも含まれています。恐れ、パニック、うつ状態、悲嘆、疲労は、私たちを動けなくし、行動から遠ざけることがあります。勇気を持つには、再び機構を動かし始め、人生あるいは奉仕の務めに取り組む必要があります。それがどのようなものであれ、です。主は彼らに、長い回復の旅路における最初の一歩は、前進してヨルダン川を渡り、新しい約束の地に入ることだと示されます。
時に、私たちは目の前にある山に気落ちしてしまいます。良い第一歩は祈ることです。そして、それがどれほど小さな一歩であっても、次に踏み出すべき一歩を踏み出しましょう。一歩ずつでよいのです。
3. 神があなたと共におられることを理解する
一生の間、あなたに手向かう者などいない。わたしがモーセと共に歩んだように、あなたとも共に歩むからだ。決して見放したり、見捨てたりはしない。
- ヨシュア記 1:5
勇気を高慢と混同してはなりません。高慢とは、自分が偉大だから偉大なことを成し遂げるのだと考えることです。勇気とは、神が偉大であるから偉大なことを成し遂げることです。勇気をもって生きるための基本的な動機は、どのような状況にあっても、神があなたとともにおられ、あなたを見捨てることはないという約束です。勇気ある男女は、無謀な人や愚か者ではありません。彼らは信仰によって恐れを克服する人々であり、自分たちの努力の結果がどうであれ、その信仰を失いません。
4. 自分の原則をあきらめることを拒む
⁶ ヨシュアよ、雄々しく立ち、勇気を出しなさい。りっぱな指導者になるのだ。わたしが先祖に与えると約束した地を全部、占領しなさい。 ⁷ 強く雄々しくあって、勇気を出しなさい。モーセが与えた律法をしっかり守りなさい。そうすれば、あなたは成功する。
- ヨシュア記 1:6-7
イエスは、からだを殺しても魂を殺すことのできない者たちを恐れてはならず、むしろ魂もからだも地獄で滅ぼすことのできる方を恐れなさいと説明されました（マタイ10:28）。人々は正しいことを妥協します：
· 世が同意しないことを恐れているからです。
· 十分なお金がないことを恐れているからです。
· 弱い、または愚かだと思われることを恐れているからです。
これらの人々は、恐れるべきでないもの、恐れるべきでない人々を恐れています。勇気とは、人やこの世を恐れるよりも神を恐れることです。
5.目の前の課題に専念する
¹⁰¹¹ ヨシュアは指導者たちを集め、人々にヨルダン川を渡る準備をさせるよう命じました。そして、はっきりと宣言したのです。「三日以内にわれわれはヨルダン川を渡る。神様が与えてくださる地を占領するのだ。」
- ヨシュア記 1:10-11
物事が成し遂げられない理由の一つは、始められないか、始めるのが遅すぎることだと思います。ヨシュアは神の命令を聞くと、直ちに部下たちを行動に移し、民が約束の地へ渡る準備をさせました。人間の本性はいつも、容易な方法、広い道、自由な道を行おうとします。
例えば、試験の準備という重要なことを最後の瞬間まで先延ばしにして、貴重な時間を無駄にする学生もいます。まず他のことをすべて行い（友人と話したり、ビデオゲームをしたりするなど）、することが何もなくなってから勉強し、その後、なぜ試験の成績が悪いのかと不思議に思うのです！
怠惰や恐れ、不確かさにノーと言い、仕事、課題、プロジェクト――成し遂げる必要があるものが何であれ、それに取りかかるには勇気が必要です。勇気のある人とは、行動を始める人です。
6. 過去の励ましの声に耳を傾ける
¹²¹³ それから、ルベン族とガド族、およびマナセの半部族の族長たちを召集し、彼らがモーセと取りかわした協定を思い出させました。その協定とは、こうでした。「主は、ヨルダン川の東側のこの地を、彼らの安住の地としてお与えになった。
- ヨシュア記 1:12-13
ヨシュアは、未来への動機づけとして過去を用いました。彼は、彼らが神がモーセに約束されたものを得ようとしていることを思い起こさせました。また、神が過去にどのように備えてくださったかを彼らに思い起こさせ、前進していく中でこれを覚えているよう励ましました。
新しいことはすべて恐ろしく、未知の一歩はすべて危険です。現状を維持するほうが常に容易であり、変化を起こすよりも変化に抵抗するほうが容易です。しかし、将来を恐れるたびに、私たちはイエスとともにこの人生で踏み出してきたほかの一歩を思い起こし、主が私たちを見捨てたり、飢えさせたり、住む場所を失わせたり、助けのない状態に置かれたことがあったかどうかを自問すべきです。勇気には神の記憶があり、私たちを勇敢に未来へと進ませるのは、この神の記憶なのです。
7. あなたの勇気によって他の人々を力づける
¹⁶ 彼らはそれを受け入れ、ヨシュアを総指揮官として、その命令に従うことを堅く誓いました。 ¹⁷¹⁸ 「私たちは、モーセに従ったと同様、あなたに従います。主がモーセとともにおられたように、あなたにも伴われますように。ご命令に逆らう者はだれであろうと死に値します。どうぞ遠慮なく、断固とした姿勢で臨んでください。」
- ヨシュア記 1:16-18
民はヨシュアの勇気から勇気を得た。彼らは、「強く、雄々しくあれ」という神の訓戒を繰り返して、彼に応答した。勇気は驚くべき資質である。
· 一人の勇気は増し加わり、一人、あるいは百万人を鼓舞することができます。
· それは伝染します。勇気を持ったことのない人も、勇気のある人と一緒にいることで、それを身につけることができます。 勇気を売り込んだり、人々に勇気を買うよう説得したりする必要はありません。勇気はあなたを圧倒し、駆り立て、言えるとも、できるとも思わなかったことを言い、行うようにあなたを導きます。
それは本や錠剤や瓶から得られるものではありません。勇気は人々から生まれ、誰もが持つことのできるものです。勇気は人を分け隔てしません。ヨシュアの教訓は、神の民が、この世で神のために偉大なことを行うのに必要な勇気を持つよう励ます、勇気ある指導者を必要としていることを教えるものです。
要約
私たちは皆、未知の未来へと向かっています。新しい種類の敵が、新しい種類の戦争を仕掛け、軍隊だけでなく、すべての人を脅かす武器と戦略を用いています。私たちにはまた、私たちの生活だけでなく教会の中でも荒れ狂う嵐にもかかわらず、福音を宣べ伝え続け、御国を拡大し、サタンに対して堅く立つという課題があります。
· 私たちは、これらすべてのことを行う勇気があるでしょうか。
· 私たちは、個人的な生活において、目の前に立ちはだかるものが何であれ、それを克服する勇気があるでしょうか。
